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○中小企業・小規模事業者への伴走支援 

61名の経営支援員が巡回指導（3,938事業所、6,717件）、窓口指導（5,102

事業所、13,126件）を実施するとともに、小規模事業者経営改善資金融資

(マル経融資)50件をはじめ、100件の融資斡旋等を実施したほか、持続化補

助金（969件）の支援に対応するなど、「地域経済活力の源泉」である中小企

業・小規模事業者への積極的支援を展開した。 

 

 

○知恵ビジネス支援事業 

京都の特性や自社の強みを活かしながら、独自の知恵によって新たな顧

客創造を後押しする「知恵-１グランプリ」を実施。「チャレンジ部門」「イ

ノベーション部門」「コラボレーション部門」でビジネスプランを募集し、

各部門のグランプリ、優秀賞を選定・表彰した。また今年度から新たに、

他機関の認定・認証企業との交流を深める「京都リレーションシップ2023

～開けてみなはれ大人の知恵袋～」を実施した。 

 

 

○京都知恵産業フェア2024～Kyoto Style～ 

 オール京都による販路開拓事業として、東京・京都の両ギフトショーに

延べ130社が出展した。バイヤー、メディア、企業関係者など多くの来場者

があり、2,664件の商談が繰り広げられた。2024年３月時点で成約件数が109

件、成約見込件数772件など、大きな成果につながった。 

 

 

○ITツール展示・体験・相談会  

 個人事業主や中小企業の生産性向上・業務効率化をデジタル化で後押しす

るために初めて開催し、182名が参加。マネーフォワードやkintone、Google

などのツールを提供する本所提携企業が出展、紹介セミナーや個別相談を実

施した。会員事業者を対象にITツールの利用料金の割引や無料期間の延長な

ど、会員優待付きのITツール導入支援を行った。 

  

 

新時代に対応した経営力向上 



 

 

 
 

 

○京都・知恵アントレ大賞 

京都経済の未来を担う若手起業家やスタートアップ等の発掘・育成を図

るため、２回目となる「京都・知恵アントレ大賞2023」を実施。45件の応

募があり、大賞１件、優秀賞１件、特別賞２件を決定。サポーター企業や

産業支援機関等と連携し受賞者の製品やサービスの社会実装を支援した。 

 

 

 

○京商ビジネススクール 

企業の人材育成をサポートするため、階層別、職種別、テーマ別に年間99

本の公開セミナーを実施し、481社延べ2,588名が受講した。また、個別企

業の課題解決のためのオーダーメイド研修を企画し、36社・計102講座を

実施した。新入社員研修だけでなくプレスリリース研修など多彩な講座で

「次世代の人財づくり」をサポートした。 
 
 
 
 
 

○第22・23回 京都・観光文化検定試験 

京都の文化・歴史の継承と観光の振興、人材育成に寄与することを目的

に実施している京都・観光文化検定試験を７月（３級のみ／京都）と12月

（１～３級／京都・東京）の２回実施し、計6,942名の申込があった。ま

た20周年記念として、オリジナル手作りもなかの販売や、記念式典・講演

会を開催した。 

 

 

 

○企業と大学との求人情報交換会 

会員企業の新卒者の人材確保に向けて、地元・京都に所在する大学との

ネットワークづくりの場として「求人情報交換会」を開催した。各大学の

キャリアセンタースタッフが個別ブースを設け、企業の採用担当者に情報

交換したい大学ブースを訪問いただき、企業概要や自社の求人情報・イン

ターンシップ情報を紹介いただいた。 

 

 

 

次世代 「人財」づくり 



 

 

 

 

 

○「文化と産業の交流拠点」整備事業 

 文化・芸術と経済が連携し、京都の産業振興や新たな価値の創造につな

げるため、京都府協力のもと整備を進めてきた「文化と産業の交流拠点」

が、2024年１月末に竣工した。２月５日の竣工記念式典には、都倉俊一文

化庁長官をはじめ約50名が出席。関係者への感謝状贈呈のほか、茶室のお

披露目を兼ねた呈茶席で参加者をもてなした。 

 

 

○ KYOTO Next Award 2023 

未来の京都ブランドを創り出す新たな担い手を発掘・表彰する「KYOTO 

Next Award」を初開催。文化芸術や食文化、SDGsや地域創生、ソーシャル

ビジネスなど幅広いジャンルから60件の応募があり、受賞者２者を選定し

た。受賞後は、本所の事業等で受賞者のPRを行うなど、ブランド構築に向

けたサポートを継続していく。 

 

 

○台湾視察団の派遣 

国際経済・交流委員会の主管で、視察団を派遣した。新竹サイエンスパー

クや工業技術研究院の訪問、オードリー・タン デジタル担当大臣との懇談

などを通じてハイテク産業を中心に成長戦略を掲げ、デジタル先進国として

も知られる台湾の実情を把握した。 

 

 

○「2025年大阪・関西万博」に向けた支援 

本所をはじめ京都経済４団体で構成する「大阪・関西万博」京都支援協

議会では、「大阪・関西万博」開催へ向けた機運醸成の一環として、有識者

や企業によるセミナーを開催。会場建設費の寄付募金活動や前売チケット

の購入について協力した。 

 

 

 

 

京商の磁力を活かした新価値創出 


